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１．はじめに 
 アドホックネットワークにおいて，数ある機

器間に分散して存在するオブジェクト同士を通

信させる手法が求められている．そのための手

段として，ネットワークプロトコルそのものを

アドホックネットワーク向けに拡張したうえで，

その上に分散オブジェクトミドルウェアを配置

することが考えられる．しかし，プロトコルを

変更し，標準として普及させるのは容易ではな

く多くの手間がかかる．そこで，従来のネット

ワークプロトコルを使用し，ミドルウェアレベ

ルでアドホックネットワークに対応した分散オ

ブジェクトをサポートするほうが実用的と考え

る． 

 従来の分散オブジェクトミドルウェアをアド

ホックネットワークに対応させるためには，ア

ドホックに着脱するコンピュータが持っている

オブジェクト同士のメソッド呼び出しなどの通

信を仲介する機能とオブジェクト同士の位置情

報を提供する機能の両者が必要である．本報告

では，アドホックネットワーク向け分散オブジ

ェクトミドルウェアのネーミングサービスにつ

いて述べる． 

２．対象とするネットワーク環境 
  本研究では，現時点で，アドホックネットワ

ークがよく使用されるネットワーク環境として

図 1 に示すような固定的なノードからなるイン

フラネットワークと，アドホックにノードが着

脱されるアドホックネットワークが混在する環

境を対象とする．従来のネーミングサービスの

みでは図１においてアドホックに接続されるノ

ード C が持っているオブジェクトの名前と位置

情報をネームサーバに登録することができない．

そこでこのような環境に対応可能なネーミング

サービス機能を実現することを狙いとする． 
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図１：対象とするネットワーク環境 

３．アドホックネットワーク対応ネーミン 

  グサービス 
 ネーミングサービスは，オブジェクトの情報

をネームサーバに登録し，そのオブジェクトを

利用するクライアントアプリケーションからオ

ブジェクトリファレンスとして参照する機能を

提供している．ネーミングサービスにおける二

つのコンピュータでのオブジェクトの登録の流

れを図 2 に示す．ホスト B のオブジェクトのオ

ブジェクトリファレンスをホスト A のネームサ

ーバに登録する場合，ホスト B のネーミングサ

ービスパッケージ内にある Naming クラスの bind

メソッドにホスト B のオブジェクトの名前を渡

すことにより，ネームサーバにオブジェクトリ

ファレンスを登録することができる．また，オ

ブジェクトリファレンスの登録削除をするため

の unbind，登録されているオブジェクトの名前

を変更する rename も同様の手順で動作する． 
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図２：オブジェクトリファレンス登録の流れ 

３．１ ネーミングサービスエージェント 

 図 2 のノード B にアドホックに繋がるコンピ

ュータが接続されている場合，そのコンピュー

タの所持しているオブジェクトをネームサーバ
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ングサービスの代理となるプログラムをノード B，

ノード C に立ち上げ，それをネットワークを介

して通信させることによりノード C の所持する

オブジェクトのオブジェクトリファレンスをネ

ームサーバに登録する(図 3)．この代理のプログ

ラムを本研究ではネーミングサービスエージェ

ントと呼ぶ． 
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図３：エージェント実装モデル 

 ネーミングサービスエージェントは登録アプ

リがネームサーバに要求する命令の仲介を行う．

その命令は bind，unbind，rename である． 

３．２ アドホックオブジェクト監視機能 

 ノード C はアドホックにネットワークに参加

したり離れたりするので，ネーミングサービス

エージェントがノード C の持っているオブジェ

クトのオブジェクトリファレンスをネームサー

バに登録する仲介をするだけでは，ネームサー

バが保持している位置情報の信頼性はない． 

そこで，ノード B のネーミングサービスエージ

ェントは 10 秒おきにノード C のネーミングサー

ビスエージェントを呼び出し，呼び出しに二回

続けて応じなかった場合，ネームサーバにホス

ト C の所持するオブジェクトのオブジェクトリ

ファレンスを登録削除するための unbind 命令を

呼び出す． 

４．実装 
 本研究では，Java 用分散オブジェクトミドル

ウェアの HORB をミドルウェアとして使用し，

HORB が Extend package として提供している

HORB ネーミングサービスの追加機能としてネー

ミングサービスエージェントを作成した．そし

て，その動作を確認した． 

４．１ 動作確認方法 

 ノード C に簡単なオブジェクトとそのオブジ

ェクトリファレンスを登録するためのアプリケ

ーションを実装し，図 3 の環境でネーミングサ

ービスエージェントを動作させ，検証を行った．

また，ネーミングサービスエージェントを実装

した場合でのシステム全体の時間的なオーバー

ヘッドを測定し性能の評価を行った． 

４．２動作結果 

 ネーミングサービスエージェントによる bind, 

unbind，rename 命令の仲介は正常に動作するこ

とを確認した．また，ノード C がアドホックに

着脱する場合の機能もせいじょうに動作するこ

とを確認した． 

 ネットワークを介してメソッドを呼び出す時

間は 93.55ms かかった．ノード B のネーミング

サービスエージェントが HORB ネーミングサービ

スにオブジェクトリファレンスを渡す時間は 1ms

よりも小さい．これにより，ネーミングサービ

スエージェントがシステム全体に及ぼす時間的

なオーバーヘッドは限りなく小さいということ

がわかり，ネーミングサービスエージェントの

動作の有効性を確認することができた． 

５．おわりに 
インフラネットワークとアドホックネットワー

クが混在する分散オブジェクト環境でネーミン

グサービスエージェントを実装することにより，

オブジェクトの位置を透過的にすることができ

た．今後はホスト A とホスト C 間でメソッド呼

び出しを仲介する機能を作成する予定である． 
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